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教育委員会では、文化財を保護する立場から、種々の開発行為に伴って消えゆく

運命にある埋蔵文化財を守るべく、工事着手前に緊急の発掘調査等を実施 していま

す。今年度は、この調査件数が約50件にも達 しました。昨年来「バブル経済」がは

じけ、全国的には開発行為が減少 しているとの事ではありますが、依然当市では増

加する傾向にあります。このような調査件数の増加は、少なくともここ数年は続 く

ものと思われます。今後とも文化財保護の立場に立って、行政を充実 して行 く所存

です。

今回ここに報告を行いますのは、上述 した調査のうち、国庫補助金事業の対象と

なった個人住宅等の建築に伴い実施 した発掘調査によるものです。尾崎海岸遺跡他

14遺跡、27地区の調査報告です。いずれも小規模で点的な調査ではありますが、そ

れぞれに成果がありました。市内の文化財を知る上で活用 していただければ幸いで

す。

末筆ではありますが、調査にご協力下さった土地所有者ならびに関係者に感謝い

たしますと同時に、今後とも文化財の保護にご理解、ご協力をお願いいたします。

1993年 3月

阪南市教育委員会

教育長 庄司菊太郎

きし
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1。 本書は阪南市教育委員会が、平成 4年度国庫補助事業として計画 し、社会教育

課が担当実施 した阪南市内遺跡発掘調査概要報告書である。

2.調査は、阪南市教育委員会社会教育課三好義三、田中早苗、上野仁を担当者と

して実施 した。

3.本書内に示 した標高は、ToP。 であり、方位は既成の地形図等を使用 したもの

を除いて磁北である。

4.調査にあたっては、調査地の土地所有者等関係各位の理解と、協力を得た。こ

こに記 して感謝の意を表 したい。

5。 本書の執筆 0編集は、上記の調査担当者が行った。また、実測図等の作成は、

下記の調査従事者による。

6。 本調査における記録は、実測図面、写真、カラースライ ド等に保存されている。

当教育委員会にて保管 しているので、広 く活用されたい。

(調査従事者)

宇沢克之、堀川武良、寺田久一、橋本康之、木下楠治、辻野 勝、佐藤竹春、

和田旬世、奥恵美子、戸崎美津弘、石橋孝広、上田 聰、井上賢治、岩崎真子、

大朝文剛、香川英樹、岸本栄次、反甫安秀、阿野浩忠、丹羽 徹、福田義典、

宮本英美、西奈緒子
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第 1章 調査に至る経過

阪南市は大阪府南部に位置 し、1991年10月 には市政を施行するに至った。ここ近

年、大阪市のベッドタウンとして人口が急増 し、現在も住宅開発は進行中である。

また、1991年 9月 に改正された生産緑地法が開発行為に一層拍車をかけ、市内の開

発工事は今年度に入ってより急増 した。その結果、埋蔵文化財包蔵地内での土木工

事に伴 う届出件数も年々増加をたどり、1985年度には数件であった届出 (通知)が
1990年度は54件、91年度は65件、92年度には63件 (1月 末現在)を越えるまでになっ

た。

教育委員会では、これらの届出に対 し、1985年 より個人住宅建築に先立ち、国庫

補助をうけて発掘調査を実施 している。今年度は下出遺跡、箱作今池遺跡をはじめ

とする14遺跡内において実施された27箇所の調査概要を報告する。

第 1図 阪南市位置図
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第 2章 歴史的環境
阪南市は大阪府の南西部に位置する。市域の大部分を和泉山脈が占めて、海に向

かって山地が延び、その間に段丘・丘陵部が、そして男里川をはじめとする、釈迦

坊川等河川の形成する平野が拡がる。新興住宅地として開発された丘陵部を除けば、

人の生活の場は段丘・丘陵部 0平野部が主であり、現在周知されている埋蔵文化財

包蔵地の分布も、ほとんどがこれと一致する。本年度の調査により、黒田遺跡が新

たに周知された。現在、阪南市には約60数箇所の埋蔵文化財包蔵地が周知されてい

る。

阪南市で人類の足跡を探るとすると、神光寺 (蓮池)遺跡から出土の有茎尖頭器

があり、縄文時代草創期まで遡ることができる (註 1)。 この他縄文時代としては、

馬川北遺跡で後期から晩期にかけての土器が出上 しているのをはじめとして、玉田

山、貝掛、田山、自然田、向出等の諸遺跡で、石鏃等の石器が出土 している (註 1)。

弥生時代としては、神光寺 (蓮池)遺跡の方形周溝墓 (中期)が最 も知 られ (註

2)、 同遺跡からは、中期の自然流路やこれに伴 う各種の土器、石器が出上 している。
この神光寺 (蓮池)遺跡の北側には、黒田南、鳥取、鳥取南等の遺跡があり、これ

らの遺跡においても、弥生時代まで遡る遺物が見られ、この周辺において水稲栽培

を行なっていた集落が存在 していたことは間違いないものと思われる。一方、箱作

今池遺跡においても、縄文及び弥生時代の石鏃、弥生式土器が確認されている (註

4)。

古墳時代としては、中期に茶屋川の左岸台地に箱作古墳、現在の市役所の位置に

皿田池古墳の存在が記録からうかがえる (註2)。 後期には雨山から北西にのびた丘

陵地に高田山古墳群、玉田山古墳群、貝掛の東の釈迦坊川をさかのぼったところに

塚谷古墳群がみられる。 しかし、現存するものは、玉田山古墳群と移築された塚谷

古墳だけである。

奈良・平安時代としては、田山遺跡において製塩関係遺跡等が検出されており、

製塩が当時のこの周辺地域の重要な産業であったことが裏付けられる。隣接する箱

作今池遺跡においても、須恵器の不を主体として、蛤壷、製塩土器等が出上 してい

る (註3)。 また、平安時代のものとしては平野寺 (長楽寺)跡が知られ、寺域等は、

明確にはなっていないが、複弁蓮華文軒丸瓦、均整唐草文軒平瓦が採集されている。

また、馬川遺跡においても、複弁蓮華文軒丸瓦が出土 しており (註5)、 周辺に古代

寺院の存在 していた可能性が伺える。

中世としては、田山遺跡や箱作今池遺跡等において、瓦器婉、瓦質土器羽釜等の

生活雑器とともに、中国製の青磁碗、土師質の蛤壷・土錘等の漁榜関係遺物が大量
に出土 しており (註 3)、 当時における漁村の存在が推定されている。また、箱作地

区の飯ノ峯川左岸に、南北朝期の山城である井山城が1987年に実施された発掘調査
によりその実態が確認された。文献的に確認されていた国人達の合戦等の様子が、

考古資料的に実証され、その全貌がほぼ明かになった (註6)。

近世としては、この泉州地域特産であった和泉砂岩の石切場跡として箱作 ミノバ

石切場跡、箱作細谷石切場跡が特異な遺跡として知 られている (註7・ 8)。
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これらに伴 う近世集落が箱作 ミノバ石切場跡にむかう飯ノ峯川上流の両岸に存在 し

ていた (註6)。

以上に述べたのが、阪南市の埋蔵文化財を中心とした歴史的環境の概要である。

これまでの本市教育委員会の調査は、各所の開発事業に伴い実施される緊急発掘調

査に限られている。この緊急調査も充分に行われているとは言い難 く、市域の全容

を捉えるにはいたっていない。こうした面的な把握をするためには、これまでの緊

急発掘調査を充実させ、さらに学術的な調査をも積極的に行っていかなければなら

ない時期に達 しているのではないだろうか。

(註 1) 『阪南町史』上巻 阪南町 1983年

(註 2) 『神光寺跡発掘調査報告書』 阪南町教育委員会 1982年

(註 3) 『箱作今池遺跡』 阪南市教育委員会 1992年

(註 4) 『 田山遺跡』 (財 )大阪文化財センター 1983年

(註 5) 『阪南市埋蔵文化財調査概要 V』  阪南市教育委員会 1990年

(註 6) 『井山城跡』 (財 )大阪府埋蔵文化財協会 1988年

(註 7) 『 ミノバ石切場跡』 (財 )大阪府埋蔵文化財協会 1988年

(註 8) 『阪南町内埋蔵文化財』 (財 )大阪府埋蔵文化財協会 1985年

-3-



][[[[:1][]][[][][[[[][][[[][[:[[
Hトホ皿蝉騒翻曜【卜側E《値値C(日 円畔畔喪鵬喪日係田熙ヨ鴫晨咄
斜8888ヽ 889尋 S署 専響写さ零88ぉ お8888お R383S8

―N∞ 守崎0卜 ∞o=ヨ
==2R、 ミRヽ RК ヽ田R88

ド

は

多

夏

肇

:ス鍮

第 2図 阪南市内埋蔵文化財分布図
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第 3章 調査の成果

第 1節 尾崎海岸遺跡

尾崎海岸遺跡は尾崎地区の中心地に位置 し、海岸線と旧街道にはさまれた東西に

延びる遺跡である。1991年 、現海岸線から数m内陸部に入った住宅建築の工事中に

発見された。この調査では、砂地に石が約3m四方に敷き詰められ、その上に弥生

時代～古墳時代の製塩土器、蛤壺等が多数散乱 していた。このことから同時期にお

ける製塩、漁榜遺跡であったことが確認された。 しかし、その後当遺跡の調査は行

われておらず、現在に至る。

92-1区
a.調査の概要

調査区は尾崎海

岸遺跡のほぼ中央

部に位置 し、本遺

跡内での 2度 目の

調査である。調査

は調査区内に2m
×2mの トレンチ

を 1箇所設定 して

実施 した。基本的

な層序は第 5図の

とおりで、盛土以

下は砂層である。

第 2層淡褐灰色砂

層は近世期、第 3

層淡褐色砂層は中

世期の包含層と思

われる。遺構は検

出されなかった。

b.遺物

1～ 8は第 3、 層

淡褐色砂層、 9・

14は第 2層淡褐灰

色砂層、10～ 13は

盛土層より出土 し

た。 1～ 7は土師

質土器で、 1～ 4

は小皿、5は中皿。

尾崎海岸遺跡調査区位置図

第 4図 尾崎海岸遺跡92■ 1区  トレンチ位置図

条脚

∧

トレンチ
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淡褐灰色砂層

(粘土混じり)

している。

92-1区
a。 調査の概要

調査地は、馬川

遺跡の西端部に位

置する。対象地内

ヤこ2m× 21mの トレ

ンチを設定 し調査

を実施 した。基本

出土遺物

盛土  ~=~可
″́~~~"~~~~~~~…

1「

~………………………
1「

――

第 5図 尾崎海岸遺跡92-1区  トレンチ断面図

~~/4 ＼ |             ~75
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◎ 8 C)9
第 6図 尾崎海岸遺跡92-1区

607は弥生式土器、 6は高外の外部、 7は甕の底部である。 809は土師質の管
状土錘である。10は陶器婉の底部である。11～ 14は染付で、うち11は小皿、12～ 14

は碗の口縁部である。

第 2節 馬川遺跡
馬川遺跡は、1987年度に実施 した分布調査により周知された男里川左岸に拡がる

遺跡である。同河川の右岸には、縄文時代以降の遺跡として知 られている男里遺跡
が、本遺跡の北側には、縄文時代晩期～弥生時代中期頃の流路が検出されている馬

川北遺跡がある。既往の調査では、明確な時期の遺構は検出されていないが、寺院

I[言さFtti警 '(重ζ
華文軒丸瓦が出± 1・

7図 馬川遺跡調査区位置図
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的な層序は第 9図に示 したとおりで

あるが、第 2～ 4層 は、1.2m以上

の堆積が見られた。その堆積状態か

ら人為的な整地層と思われる。これ

らの層からは、土師質土器甕、瓦質

土器羽釜、瓦等、中世末期～近世初

期頃の所産と思われる遺物が出土 し

た。このことから、同時期に整地さ

れたものと考えられる。遺構は検出

されなかった。

b。 遺物

1～ 5は湊焼の甕である。小片の

ため、日径は推定である。 6～ 8は

瓦質土器羽釜である。いずれも復元

口径は、17cm前後で、形式からも

ほぼ同時期のものと推定される。 9

は土師質の管状土錘、10は瓦質の有

孔土錘である。11お よび12は陶器の

高台部分で、いずれも器種は婉。11

は瀬戸美濃焼と思われる。この湊焼

甕と瓦質土器羽釜は、図化 し得たも

の以外にも多数出上 している。

耕作土

茶灰色土

(粘性あま りなし)

淡茶色土(明責茶  ヽ

屋?曹::53ぎヽ

第 8図 馬川遺跡92-1区 トレンチ位置図

トレンチ断面図

糞::常吉si電「Tl

「

‐
― ‐

ヘ5 茶色土 (3～ :Ocm大 の風化礫

多量に含む )

6 明茶色砂質土 (灰 色の粘土プロック

含む )

7 責茶灰色土 (粘性なし)

lm

1区

ノ

‐一‐―‐――J

第 9図 馬川遺跡92-

第10図 馬川遺跡92-1区  出土遺物 (その 1)
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第11図 馬川遺跡92-1区  出土遺物 (その 2)

92-3区
a。 調査の概要

調査区は馬川遺跡の北端に位

置 し、馬川北遺跡に近接する。

調査は調査区内に2m× lmの ト

レンチを 1箇所設定 して実施 し

た。基本的な層序は第13図 のと

おりである。第 3層から土師器、

須恵器、第 4層から土師器が出

土 した。第 5層から遺物は出土

しなかったがしまりの悪い層で、

第 6層礫層が地山と考えられる。

第 4層上面で溝もしくは土坑と

思われる遺構の一部を検出した。

なお、図化できる遺物は出土 し

なかった。

b。 遺構

一土坑一

幅0.6m以 上、深 さ0.35m以

上を呈する。埋土内から遺物は

出土 しなかった。

第12図 馬川遺跡92-3区
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第 3節 下出遺跡
下出遺跡は、本市のほぼ中央部、馬

川遺跡南西部に位置 し、旧来の下出地

区の集落とほぼ一致 している。1991年

度の民間開発工事に先立つ確認調査に

より発見、周知された遺跡である。そ

の調査では、土坑墓をはじめピット等

が検出された。これらの遺構には、瓦

器婉を中心とする中世期の遺物が伴っ

ていた。阪南市域における中世期の集

落と墳墓の様相を知る上で重要な遺跡

とされている。

92-1区
a。 調査の概要

温・
Ｐ

７
．

，

―

暉

・

―

。

―

、．「
、

中

述奄記壼尻墾≧玉棋混T2可否菅晶馨 第13図

第14図 下出遺跡92-
3層 から土師器、陶器、瓦を

1 盛土  ~

: 敬装羨色粘質土

馬川遺跡92-3区 トレンチ平面図・南側断面図

1区  トレンチ位

1 盛 土  
｀

一 ― 一 ―
_____一 ‐

一 一 一 一
‐

― 一

′

2 灰黒色粘質±      0           1m
3 濃茶色土礫混土

4 地山 :淡橙褐色礫混土

第15図 下出遺跡92-1区  トレンチ西側断面図

区 (90-1区 )の北東約60mに位置する。調査は、調査区内に2m× 2mの トレンチ

を 1箇所設定して実施した。層序は、第 1層近年の盛土 (約0.5m)、 第 2層灰黒色

粘質上、第 3層濃茶色礫混土、第4層淡橙褐色礫混土 (無遺物層)であった。遺物

ロ
トレンチ

Ｉ
Ｒ
Ａ
／
キ
ー

は、第 20
検出した。

b。 遺物

1.瓦器婉の口縁部。 2.京焼あるい

は京焼風伊万里と思われる碗の高台部で

ある。 3.陶器の高台部で、婉あるいは

壷であろう。 4。 伊万里の染付で、碗と

「

~¬

-9-



思われる。 5。 染付碗の口縁部である。6.同 じく染付碗の高台部である。 7。 平
瓦である。凹面に布目圧痕が、凸面に離れ砂がみられる。中世のものであろう。

92-2区
a.調査の概要

本調査区は、下出遺跡の南東部に位置する。先述 した90-1区に隣接 している。
このため調査着手前より中世期の遺構、遺物等が検出されることが予想された。調

査は、調査区内に5m× 1lmの トレンチを設定 して実施 した。

0

□

一　

　

一

一　

　

一

「

―

コ

一　
　
　
一

一　
　
　
一

□

「

‐

コ

一　　　　　　　　　　　　　　　　一

一　
　
一　
ｍ

ド
ーーー

ト

ー０

第18図 下出遺跡92-2区  トレンチ位置図

物
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第19図 下出遺跡92-2区 平面図・南側断面図
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層序は第 1層近年の盛土、第 2層灰黒色上、第 3層暗茶黒色土、第 4層濃茶黒色

上、第 5層暗黄褐色土 (無遺物層)である。第 304層 から、土師器、瓦器、瓦が

出土 した。遺構は土坑とピットを検出した。

b。 遺構

一土坑一

第 5層上面で径2.5m以上、

遺物は含まれていなかった。

一ピットー

深さ0。 7m以上を呈する。埋土は、濃黒色上であった。

第 506層上面で約80の ピットを検出した。径

約30～40cmの ピットであった。相当数のピット

を検出したが、区画された直線上に並ぶものがな

く、建物の存在に直接結びつけることはできなかっ

た。

c。 遺物

1～ 3は いずれも瓦器婉である。ほぼ同じ時期

のものと考えられる。

92-4区
a.調査の概要

下出遺跡の北東部に位置

する。調査は調査区内に2

m× 1。 5mの トレンチを 1

箇所設定 して実施 した。

層序は第23図のとおりで、

第 102層から瓦、土師器、

陶磁器が、第 3層直上で陶

器が出土 した。遺構は検出

されなかった。

b。 遺物

1は巴文軒丸瓦、 2は均

整唐草文軒平瓦である。と

もに近世期のものである。

下出遺跡92-4区

0 、、_」ヒ
=ブ'3 10cm

第20図 下出遺跡92-2区 出土遺物

第21図

第 4節 室堂遺跡 1  ♀    甲Cm

室堂遺跡は、阪南市の西 第22図 下出遺跡92-4区  出土遺物

部、男里川水系小川の左岸に位置する。

同遺跡内では、これまでに数件の調査例

があるが、個人住宅建築等の小規模な調

査に留まり、明確な遺構、遺物包含層の

′_
/T.P.
+10.500m

第23図 下出遺跡92-4区 トレンチ東側断面図

-13-
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第24図 室堂遺跡調査区位置図

確認はされていない。今後の調査が待たれ

92-1区
調査の概要

本調査区は、室堂遺跡のほぼ中央部に

位置する。調査区内に2m× 2mの トレン

チを設定 し、調査を実施 した。第 1層が

近年の盛土層で、以下に第 2層茶色細砂、
第26図 室堂遺跡92-l区  トレンチ北側断面図

第 3層 明黄褐色粘土、第 4層黄褐色粘土を確認 した。第 2・ 3層 から土師質土器の

細片が出土 した。第 4層は無遺物層であった。

なお、出土 した土師質土器は、細片のため図化 し得なかった。

第 5節 向出遺跡
向出遺跡は、男里川支流の兎砥川と山中川に囲まれた段丘上に位置する。分布調

査では、縄文時代の晩期と思われる土器片やサヌカイ ト製石鏃等が多 く採集されて

いる。1988年度の民間開発工事に伴 う確認調査により周知された遺跡である。この

88年の調査では、溝等の遺構が検出され、黒色土器、土師質土器等の遺物が出土 し

ている。

る。

第25図 室堂遺跡92-1区  トレンチ位置図
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第28図 向出遺跡92-1区

m/

トレンチ位置図

92-1区
a。 調査の概要

本調査地は、向出遺跡の北側

に位置する。調査区内南端に1

m× 2mの トレンチを設定 して

調査を行った。層序は第 1層耕

作土、第 2層淡茶灰色微砂土、

第 3層淡茶色細砂、第 4層濃茶

黒色土、第 5層暗黄褐色礫混土

(無遺物層)であった。遺構は、
.

トレンチの北東で土坑を検出し

た。第 2層・第 3層で土師器、

須恵器、瓦器を検出した。また

この他に土師器、サヌカイ トの

崇1片 を採集 した。

b.遺構

―土坑一

トレンチの北東部で検出した。

柵̈脚師̈̈岬̈ ＼ ___ノ
'北側

m

l区  トレンチ平面図 0断面図

―

――

り

■

―

ヽ    グ
q    Ψcm

第30図 向出遺跡92-1区  出土遺物
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第27図 向出遺跡調査区位置図



径約0。 4m、 深さ0。 15mを 呈 し、埋土は第 4層濃茶黒色土で、埋土内から須恵器の

壷の一部が出土 した。

c。 遺物

遺物包含層から、前述のように土師器片を検出している。このうち図化 し得たも

のは 4点であった。

1お よび 2は ともに土師質土器の口縁部で甕と思われる。 3は土師質土器で、壷

の底部であろう。 4は土師質土器の小皿である。

この他、図化できなかったが、弥生式土器の破片が出上 している。

第 6節 自然田遺跡
自然田遺跡は、1986年 に民

間開発に伴う事前の調査によっ

て確認された遺跡である。本

遺跡の南側には、玉田山古墳

群が存在する玉田山がある。

この玉田山等を形成 している

台地の前面に拡がる平野部に

位置する。サヌカイ トのナイ

フ形石器が出土 しているのを

はじめ、これまでの調査では

縄文時代から近世期にかけて

の遺物や、中世期の溝や流路、

近世期の溝などが検出されて

いる。 自然田遺跡調査区位置図

91-1区
調査の概要

調査区は自然田遺跡の南東部に位

置する。調査は、調査区内に2m× 2

mの トレンチを 1箇所設定 して実施

した。

|~一

艇2
3

4
5
6
7

8 [:::                    m

第31図

第33図第32図 自然田遺跡91-1区  トレンチ北側断面図
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層序は第32図 のとおりで、第 4層から土師器が出土 したが、器種などは不明であ

る。第 5層 から第 7層は遺物は出土 しなかったが、しまりの悪い層で第 8層 が地山

と思われる。遺構は検出されなかった。

第 7節 神光寺 (蓮池)遺跡

神光寺 (蓮池)遺跡は、阪南市の中

央部に位置 し、以前より縄文時代草創

期から近世期にかけての総合的な遺跡

として周知されている。縄文時代草創

期の有茎尖頭器が採取されているほか、

弥生時代中期の方形周溝墓や自然流路

が検出され、近隣に同時代の集落の存

在が推定されている。また、遺跡南端

部には式内社波太神社があり、その神

宮寺である神光寺が明治時代の初めま

で存在 していたことも知られている。

これまでの調査では弥生時代から近世

期にかけての遺物や遺構が検出してお

り、当市では性格が把握できる数少な

い遺跡のひとつである。

10m

第34図 神光寺 (蓮池)遺跡調査区位置図

92-1区
a。 調査の概要

調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡のほぼ

中央部に位置する。調査は、調査区内に

2m× 2mの トレンチを 1箇所設定 して実

施 した。層序は耕作土、床土、灰黄色粘

土、灰褐色粘土 (無遺物層)の 4層であ

第35図 神光寺(蓮池)遺跡92-1区 トレンチ位置図

夕
き
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る。灰黄色粘土からは土師器、瓦器、

陶器などが出上 したが、遺構は検出さ

れなかった。

b。 遺物

瓦器婉の口縁部である。磨滅が激 し

くヘラミガキなどは残っていない。

1耕仕キ   4  ノじ1珈ぃ
2 床 ±   1-―

‐

―

‐
一 一 一 一 ― ― ― 一 一 一 一 一 一 ― '

3 反責色粘±            0           1m
: 電薔

'要

滝色粘土(マ ンガン粒混じり)LT――rr___―――二
m

第36図 神光寺(蓮池)遺跡92-1区  トレンチ東側断面図

92-2区
a。 調査の概要

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南部に位置 し、 第37図 神光寺(蓮池)遺跡92-l区  出土遺物

0           11

波太神社の北部にあたる。調査は調査区内に 3箇所の トレンチを設定 して実施 した。

1ト レンチは幅1.5m、 長さ33mである。基本層序は第 1層耕作土、第 2層床土、

第 3層淡褐灰色シル ト、第 4層明褐灰色粘土、第 5層褐灰色粘土 (無遺物層)で あ

るが、耕作土と床土の大半は既に除去されていた。南側は耕作土と床土を除去する

と地山で、遺構は確認できなかったが、北側では溝 7、 土坑 2、 ピット1が検出さ

れた。淡褐灰色シル ト層から土師器、瓦器、瓦質土器、陶器などが、地山直上から

は弥生式土器が出土 した。

2ト レンチは幅1.5m、 長さ10mで ある。基本層序は第 1層耕作土、第 2層床土、

第 3層淡褐灰色シル ト、第 4層褐灰色シル ト、第 5層 明灰褐色粘土、第 6層褐灰色

粘土 (無遺物層)で ある。第 304層 からサヌカイ ト、土師器、須恵器、瓦器、瓦

質土器、青磁、瓦

等が出土 した。遺

構は西側で溝 1、

土坑 1が検出され

た。

3ト レンチは、

幅1.5m、 長 さ27

mである。基本層

序は第 1層耕作土、

第 2層褐灰色粘土

(無遺物層)で あ

る。耕作土、床土

の大半は既に除去

されていた。南側

は 1ト レンチと同

様に、耕作土と床

土を除去すると地

山で、遺構は確認

できなかった。中

央部で幅8m、 深

ヽ

Ａ

り

年

―

第38図 神光寺(蓮池)遺跡92-2区  トレンチ位置図
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溝 9

溝 9

溝 9

溝 9

溝 9

溝 9

溝10

溝‖

溝 11

溝 11

溝‖

溝‖

溝12

溝10

耕作土

床土

淡褐灰色 シル ト

明灰褐色粘土

地山 :灰掲色粘質土 (マ ンガン粒含む )

溝 2 淡茶灰色粘質土

溝 3 淡茶灰色砂質土

溝 3 明橙灰色砂混粘質土(風化礫含む )

溝 3 明灰色砂混 シル ト(風化礫含む )

溝 3 淡褐灰色砂

溝 4 白茶灰色粘質土

溝 6 淡褐灰色粘質土

溝 7 淡黄灰色粘質土

土坑 1 乳茶灰色粘質土

土坑 2 淡褐灰色粘質土

淡掲反色シル ト

掲灰色 シル ト

溝 8 明灰褐色粘土

溝 8 明反褐色粘土(暗茶紫灰色粘土 プロック混 )

溝 8 暗茶紫灰色粘土

溝 8 掲灰責色シル ト

溝 8 淡掲反色砂混 シル ト

溝 8 濃褐反色砂混 シル ト

溝 9 茶灰色土

溝 9 淡掲灰色土

溝 9 淡橙反色砂質粘土 (風化礫含む )

溝 9 茶橙色粘質土

溝 9 淡反色砂混粘土(風化礫含む )

溝 9 反色砂(風化礫含む )

溝 9 橙反色砂質粘土(風化礫、礫 含む )

濃茶灰色砂混粘土

暗橙反色砂(風化礫 多量に含む )

淡茶反色砂混シル ト

淡橙茶灰色砂質粘土(礫含む )

暗掲反色粘土混 シル ト(風化礫多量に含む )

明褐灰色砂混シル ト

淡茶掲色土

濃灰黒色土

灰色土

茶灰色シル ト

明反橙色粘土

灰色粘土

淡褐色土

茶反色粘土
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第39図 神光寺 (蓮池 )遺跡92-2区  平面図・断面図
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さlmの溝を検出 し、南肩部からは石槍未製品が出土 した。また、 トレンチの北側

では、近代の溝の一部が 2本検出された。

b.遺構

1ト レンチ

ー溝 1-
東北から南西に延びる長さ1.Om以 上、幅0.25m、 深さ0.02mの 溝である。埋土

より上師器が出土 した。

一溝 2-
幅0。 5～ lm、 深さ0.04mの東西溝。埋土は淡茶灰色粘質上で瓦器が出上 した。

―溝 3-
東から西に延び、 トレンチ内で屈曲して南に約8mほ ど延びた後、 トレンチの西

側に延びる。幅2m、 長さ9m以上、深さは最深部で0.48mで ある。溝 4、 溝 6、 土

坑 1、 土坑 2、 ピット1に切 られている。埋土は北部の深いところで 4層、浅いと

ころで 2層 に分かれる。弥生式上器が出土 した。

一溝4-
幅0。 15m、 長さ1.5m以 上、深さは最深部で0。 12mで、溝 3、 溝 5よ り新 しい。

埋土は白茶灰色粘質土である。

一溝 5-
束から西にlm延びた後、 トレンチ内で屈曲して南に約5mほ ど延びる。幅0.2～ 0。

5mで北側を溝 4に切 られ、深さは0。 4mである。埋土より瓦質土器が 1片 出土した。

一溝 6-
幅0。 22～0.68m、 長さ1.5m以 上、深さは最深部で0。 12mの溝である。溝 3、 土

坑 2よ り新 しい。埋土は淡褐灰色粘質土である。

一溝 7-
長さ1.5m以上、深さは0.15m、 幅0。 95m以上で南側は攪乱で切 られている。

一土坑 1-
土坑の一部が トレンチにかかる程度で、幅1.8m以上、深さ0。 2mを測る。溝 3を

切るように掘 り込まれ、埋土は乳茶灰色粘質土である。土師器が 1片出土 した。

一土坑 2-
溝 3よ り新 しく、溝 6よ り古い。土坑 1と 同様に一部が トレンチにかかる程度の

不定形の上坑である。埋土は暗灰茶色砂混粘土で、遺物は出土 しなかった。

一ピット1-
溝 3を切 るように掘 り込 まれた直径0。 4m、 深 さ0。 2mを測るピットである。埋土

より土師器が 1片出土 した。

2ト レンチ

ー溝 8-
長 さ1.5m以上、幅0.7m、 深 さ0.25mを 測る。地山面から掘 り込 まれる東西溝で、

北部を溝 9に切 られている。埋土は 3層 に分かれ、土師器が 1片出土 した。

一溝 9-
溝 8よ り新 しい。一部が トレンチにかかる程度で、規模などは不明だが、深 さは
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0.4mを測る。埋土は 2層 に分かれる。

3ト レンチ

ー溝10-

中央部で長 さ1.5m、 幅8m、 深さlmの東西溝を検出 した。南肩部からは石槍未

製品が出土 した。

一

溝
11-

トレンチの北部では、南北溝の一部が 2本検出され

た。溝12よ り新 しく、耕作土から掘 り込まれている。

長さ6.5m以 上を測 り、深さ0。 9mで近代の土管を検出

した。土師器、瓦、陶器などが出土 した。

一溝12-

溝11よ り古い南北溝で、長さ1.7m以上、深さ0。 9m
以上を測る。遺物は土師器、須恵器、瓦器、土師質蛤

壷、近世瓦、陶磁器などが出土 した。

c。 遺物

1ト レンチ

1は土師質土器の小皿で、中世のものである。

2ト レンチ

2は土師質土器の小皿で、中世のものである。8は

溝9か ら出土したサヌカイトの石槍未製品である。
3ト レンチ

3は須恵器の外身で、奈良時代のものと思われる。

4は土師質土器の蛤壷で、中世のものである。 5は陶

器婉の高台部で溝12か ら出上 した。 6は染付碗の口縁

部、 7は染付皿の口縁部で共に溝11か ら出土 した。

0    2cm
l .1 .1

第40図 神光寺(蓮池)遺跡92-2区  出土遺物2

Z＼

ヽ J

＼てF~~~~ラ爾「
~~~~~τ

ttζ                              m

第41図 神光寺 (蓮池)遺跡92-2区  出土遺物 1

第 8節 黒田南遺跡
黒田南遺跡は、阪南市の北東部に位置する。1987年度に実施された分布調査では、

瓦器片等の散布が確認されている。店舗建設に伴い1988年に実施された調査では、

弥生式上器をはじめ、瓦器婉、瓦質土器羽釜、中世期の瓦等が出土 し、遺物包含層
の存在が確認されている。
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92-1区
a。 調査の概要

本調査区は、黒田南遺跡のほぼ中央部

に位置する。調査区内にlm× lmの第 1

トレンチおよび1。 2m× 1.2mの 第 2ト レ

ンチを設定 し、調査を実施 した。耕作土、

床土以下の層序は、両 トレンチとも灰色

土、淡黄白色土 (無遺物層)の順であっ

た。第 1ト レンチで、幅0。 15m以 上、長

さ0。 4m以上の鋤溝を検出した。

謡翌判

黒田南・鳥取遺跡調査区位置図

‰ m

1ト レンチ

第43図 黒田南遺跡92-1区 トレンチ平面図・南側断面図

第44図 黒田南遺跡92-l区 出土遺物

遺物は、灰色土層より上師質

土器が数点出上 したが、いずれ

も小片であった。図化 し得たの

は次の 1点であった。

b。 遺物

土師質土器の婉の口縁部であ

る。磨滅を受けており、調整等

の詳細は、不明である。

92-3区
調査の概要

本調査区は、黒田南遺跡の南

西部に位置す る。調査区内に

1.5m× 2.5mの トレンチを設定

し、調査を実施 した。耕作上、

床上の直下が淡黄灰色土であっ

第45図 黒田南遺跡92-1

~~マ

:]汗
,「言:::ilii==[:二二二二二二][『F00m

第46図 黒田南遺跡92-3区  トレンチ西側断面図
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鳥取遺跡 92-1区

浚

~ 4    2ト
レンチ

1 耕作土
2 床土
3 灰色土
4 地山 :淡黄白色土

(灰色土混じり)

0         1m



た。この淡黄灰色土層が無遺物層と思わ

れる。遺構、遺物とも検出されなかった。

第 9節 鳥取北遺跡

鳥取北遺跡は、東西に拡がる平野部の

ほぼ中央部に位置する。1988年 度に実施

された分布調査により周知されたが、こ

れまで同遺跡内での調査例はなく、以下

の報告がはじめての調査となった。

92-1区

a。 調査の概要

本調査区は、鳥取北遺跡のほぼ中央部

に位置する。調査区内に2m× 2.2mの ト

レンチを設定 し、調査を実施 した。盛土

以下の層序は、茶色砂質土、淡灰色土、

淡黄白色礫混粘土 (無遺物層)の順であっ

た。淡灰色土から土師質土器、瓦器等が

検出された。淡黄白色礫混粘土上面で溝

を確認 した。

b。 遺構

一溝一

トレンチの南端で東西方向に延びる溝

を検出 した。幅0.8m以 上、深さ0.08m

を呈する。

第48図 鳥取北遺跡92-1区  トレンチ位置図

第47図 黒田南遺跡92-3区  トレンチ位置図
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第49図 鳥取北遺跡調査区位置図



0                 10cm

第50図 鳥取北遺跡92-1区  出土遺物

c。 遺物

前述 したように、土師質土器、瓦

器等が遺物包含層より出上 した。 う

ち図化 し得たものは第50図 に示 した

1点であった。土師質土器の婉の口

縁部である。かなり磨滅を受けてお

り、調整については不明である。

|

ノ
/_

/4fb00m

第51図 鳥取北遺跡92-l区  トレンチ平面図・西側断面図

戯
耕作土
床土
淡黄反色粘土
淡責灰色粘土(暗紫灰色粘土混じり)

暗紫反色粘土
地山:黄反色粘土(マ ンガン粒混じり)

淡灰色粘質土

0                1

第53図 鳥取遺跡92-1区  トレンチ平面図・ 断面図
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第10節 鳥取遺跡

鳥取遺跡は、市域の東西に拡がる

平野部のほぼ中央部に位置する。先

述の黒田南遺跡、鳥取北遺跡および

弥生時代の集落跡の存在が想定されている鳥取南遺跡に囲まれている。1988年 度に

実施された分布調査により周知された。鳥取北遺跡と同様これまで同遺跡内での調

査例はなく、今回がはじめての調査となった。

92-1区
調査の概要

調査区は鳥取遺跡の北西部に位置する。調査は調査区内に2m× 1.5mの トレンチ

を 1箇所設定 して実施 した。

基本的な層序は第53図 のとおりである。遺構は第 4層上面で鋤溝、第 7層地山上

軍
橿
　
ヽ
Ｈ
＝
引
Ｊ
＝
＝
＝
Ｈ
週

ξ
Ｌ
獅
閻
吻
げ

ト
ー
・
ト

．　

　

側西

第52図 鳥取遺跡92-l区  トレンチ位置図



面で ピット1が検出された。 ピットから遺物は出土 しなかったが、中世を下 らない

ものと思われる。遺物は土師器、瓦質土器などが出上 したが、図化できるものはな

かった。

第11節 西鳥取遺跡
西鳥取遺跡は、市域の東西に拡がる平野部のほぼ中央部に位置する。1988年度に

実施された分布調査により周知された。これまで、数件の小規模な調査が実施され

ている。 1箇所で流路の可能性が考えられる遺構が検出された。また遺物としては、

須恵器の他、中世期の瓦

や蛤壷、土師質土器の破

片等が出土 している。

92-1区
a。 調査の概要

調査区は西鳥取遺跡の

北西部に位置する。調査

は調査区内にlm× lmの

トレンチを 2箇所設定 し

て実施 したが、遺構は検

出されなかった。

基本的な層序は第56図

のとおりである。 1ト レ

ンチから土師器、須恵器、

2ト レンチから土師器、

須恵器、陶磁器、瓦が出

土 した。

b。 遺物

102は 1ト

レンチの第 5・

6層 から出土 し

た須恵器の不身

である。 3～ 6

は、 2ト レンチ

の盛土から出土

した。 3は土師

質の管状土錘、

405は 陶器の

壺 と鉢、 6は鉄

製釘である。

6  1ト レンチ南側

~唾
≧二li凡側

m

:稽秦去色シル+:博優嚢遣嗜升:コ晏讐童
混 粘 ±     6地 山 :明反 責 色 粘 土

西鳥取遺跡92-1区  トレンチ位置図 第56図 西鳥取92-1区 トレンチ断面図

0
1ト レンチ
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92-2区
a.調査の概要
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第57図 西鳥取遺跡92-1区  出土遺物

ロ
トレンチ

１

２
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団
四

第

1
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部T彙恩1冤量堅ξ富3苫嚢ノ「・・・・・T≡

≡≡董
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200mに 位置する。調査は調

査区内に2m× lmの トレンチ

を設定 して実施 した。

基本的な層序は第58図 のと

おりで、第 5層は淡黄灰色粘

土 (無遺物層)で ある。遺物

5      10cm

は第 1層から土師器、第 3層 から土師器、須恵器、蛤壷、陶磁器、第 4層から土師

器、須恵器、青磁が出土 した。遺構は検出されなかった。

b.遺物

1は第 4層から出土 した須恵器の杯身である。 2は第 3層 から出上 した陶器の皿

である。

耕作土
床土

~「

=≧ギ■一づ鳳m

茶灰色砂質シルト   4 暗灰黄色砂混粘土

茶灰色砂混シルト   5 地山 :淡黄灰色粘土

西鳥取遺跡92-2区  トレンチ北側断面図

第59図 西鳥取遺跡92-2区  出土遺物
^第60図 西鳥取遺跡92-2区 トレンチ位置図

第12節 箱作今池遺跡

箱作今池遺跡は、本市の西部に位置 している。茶屋川、飯ノ峯川等が形成する平

野部に拡がっている。

既往の調査では、漁携関係の遺物や遺構が検出しているほか、須恵器、土師器、

瓦器等の生活遺物も今日の箱作地区の集落と重なる地域を中心として出土 している。

これらのことから、少なくとも7～ 8世紀の頃には、この周辺に漁携等の業いの中

心とした集落が存在 していたようである。中世から近世にかけては、輸入陶磁器が

過去に出土 しており、当時における交易を伺 うことができる。昨年の箱作区画整理

事業に伴 う調査においては、本遺跡の南側周辺地区での活動の開始が中世まで遡る

ことが確実となった。また、一部ではそれ以前に遡る遺物・遺構 も認められた。
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第61図

91-8区
a。 調査の概要

本調査区は、箱作今池遺跡の

北部に位置する。

耕作土から近世以降の陶器、

土錘等を出上 した。以下、数

cmの暗褐灰色粘土混細砂層を

はさんで暗黄灰色粗砂層にいた

る。 トレンチ南東部では、明黄

灰色粘土上面から掘 り込まれた

土坑を検出した。

b.遺構

―土坑一

箱作今池遺跡調査区位置図

Ⅲ

トレ ン チ 南 束:ヽ部で 、 深 さ 0。 1   1耕
作土      '3暗黄

T駆累色[土m程度 の土 坑 を検 出 した。 遺 物   2暗 掲灰色粘土混細砂 4地山:

を若千伴 うが、この上坑の時期  第62図 箱作今池遺跡91-8区 トレンチ平面図・断面図

第63図 箱作今池遺跡91-8区 出土遺物
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トレンチ位置図 第65図 箱作今池遺跡92-1区  トレンチ位置図

期のものと思われる。 2～ 5は、土師質の管状土錘である。いずれも完形もしくは

ほぼ完形である。耕作土中から出土 した。     1ト レンチ        2ト レンチ

1

92-1区
a.調査の概要

調査区は箱作今池遺跡の北部、現海

岸線から数十m内陸部に位置する。調

査は調査区内にlm× lmト レンチを 2

箇所設定 して実施 した。

各 トレンチの層序は第66図 のとおり

―

li言量
獄議土     1 言]言量ζ[心   [棋造しり)

第66図 箱作今池遺跡92-1区  トレンチ北側断面図

である。 1ト レンチの遺物包含層から土師器、瓦器、陶磁器、瓦、蛤壷等、 2ト レ

ンチの遺物包含層から土師器、自土器、瓦器、陶器、蛤壷、土錘、焼土塊等を出土

したが、遺構は検出されなかった。

b。 遺物

1～ 5は 1ト レン

チから出上した。 10

2は瓦器婉の口縁部、

3は青磁碗の底部、

4は瓦質土器甕の口

縁部、 5は磁器碗の

口縁部である。 6～

8は 2ト レンチから

出土 した。 6は土師

質蛤壷の口縁部、 7・

8は土師質の管状土

錘である。

第67図 箱作今池遺跡92-1区  出土遺物

第64図 箱作今池遺跡91-8区
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人力掘削したところ基本的  :騨搾土

皐量岳嵯霧猥?tF選蒸這  1塁[[:

物層 (地山)を検出した。地山  第68図 箱作今池遺跡92-4区  トレンチ断面図

は東部に低 く傾斜 している。遺物包含層から土師器、須恵器、瓦器、陶磁器、瓦、

蛤壷、土錘、鉱滓等30点余 りが出土 した。遺構は検出されなかった。

b.遺物

遺物は全て第 3・ 4層から出土 した。 1は須恵器杯蓋の口縁部、 2は土師質の管

状土錘、 3は瓦器小皿、 4は陶器婉の底部、 5・ 6は染付碗の口縁部である。

∠

`:::::L:IIIIIIII[_____―

―――::::ささ、ゝ 1

〆特僣Om

―

′ ′

トレンチ位置図 第70図 箱作今池遺跡92-4区 出土遺物

92--6区

a。 調査の概要

調査区は箱作今池遺跡の北

部、現海岸線からは数十mの

所に位置する。調査は、調査

区内に2m× 1.5mの トレンチ

を設定 して実施 した。層序は、

第 1層盛土、第 2層耕作土、

第 3層灰色砂質土、第 4層暗

灰色土、第 5層暗灰色土 (淡

灰黄色粘土混 じり)、 第 6層

淡灰黄色粘土は、無遺物層で

‐

＃

郡

＃

＃

＃

―

ハ

リ

ユ

ー

第71図

L___」
Omll

箱作今池遺跡92-6区  トレンチ位置図
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あった。遺物は第 3層から土錘、蛤壷、瓦器、第 4層から須恵器、土師器、陶磁器、

蛤壼、瓦を検出した。遺構は、検出されなかった。

b。 遺物

遺物包含層から、前述のように上師器、須恵器等が出土した。その中で図化し得

たものは、つぎの3点である。 1は土師質の蛤壺、203は共に土師質の管状土錘

の完形品である。

一
:一
―
o―

降 __一 一 ― J   02 
◎ 3

第72図 箱作今池遺跡92-6区  出土遺物

92-7区
調査の概要

本調査区は、箱作今池遺跡北西部に

位置する。調査区内に1.2m× 1.5mの

トレンチを設定 し、調査を実施 した。

近年の盛土、耕作土以下に灰褐色上、

明黄色土が確認 された。 この明黄色土

が無遺物層 と思われる。遺構、遺物 と

もに検出されなかった。

可         /
 ヽ 1  /

I
3 灰褐 色土
4 地 山 :明責 色土 (マ ンガ ン粒 混 じ り)

第75図 箱作今池遺跡92-7区  トレンチ東側断面図

92-8区
a。 調査の概要

本調査区は、箱作今池遺跡の北西端部

に位置する。先述の92-6区 に隣接 して

いる。調査区内に1.5m× 2.5mの トレン

チを設定 し調査を実施 した。耕作土以下

の層序は、第 2層橙褐色土、第 3層灰褐

色土、第 4層淡黄褐色土 (無遺物層)で
あった。第 1層 より瓦器、土師質土器が、

第 3層 より須恵器、土師質土器、瓦器が

出土 した。遺構としては、ピットを検出した。

_にンだ~■~~´~¬
1:・0∞m

曇搾±     69     .     lm
層農留塁

土(明茶色砂質土混じり)

覧播

'表

震製砲霜亀ま寺場身じ蘊混じり)

箱作今池遺跡92-6区 トレンチ北側断面図

箱作今池遺跡92-7区  トレンチ位置図

ロ
トレンチ

0         10m

第76図 箱作今池遺跡92-8区  トレンチ位置図

１
２

３

４

５
６

回
四

第

畦
　
ヽヽ

10m

第74図

「

~¬
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b。 遺物

瓦器皿である。焼成は良好堅緻、胎土も密であるが、表面に有機物が付着 してお

り、調整等は不明である。

a。 調査の概要

調査区は箱作今池遺跡の北部に

位置する。調査は調査区内に4m
×2mの トレンチを設定 して実施

した。

層序は、第81図のとおりである。

上坑を検出したが、遺物は出土 し

なかったため時代などは不明であ

る。遺物包含層から土師器、須恵

器、瓦器、瓦、蛤壷、焼土塊等が

出上 した。

b。 遺物

1は土師質土器小皿の口縁部、

である。

1 盛土            ~
2 耕作土
3 床土

: 盟摂日経堕れ 灰白色粘土混じり)

6 濃灰色粘土
7 灰色粘土(淡褐色土混じり)

8 淡灰色粘土
9 淡灰褐色粘土
10 ビット:濃反色砂質土10 ビッ ト:濃灰色砂質土
‖ 暗灰色粘土
12 淡茶灰色粘土
13 灰白色粘土
14 淡黄灰色粘土

|:見岳や崩鶉 漁化鬱腱
`き

a
l ξ

0         1om

第79図 箱作今池遺跡92-9区  トレンチ位置図

第80図 箱作今池遺跡92-9区 出土遺物

2は瓦器婉の口縁部

ノF
/+11・

000m

第81図 箱作今池遺跡92-9区  トレンチ平面図・ 断面図
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92-10区

調査の概要

本調査区は、箱作今池遺跡の北西

部に位置する。先述 した92-7区 に

隣接 している。調査は、調査区内に

1.2m× 2.5mの トレンチを設定 して

実施 した。近年の盛土以下の層序は、

耕作土、淡茶灰色土、淡灰色土、黄

褐色礫混粘土であった。淡茶灰色土

層、淡灰色土層から土師質土器等が

数片出上した。黄褐色礫混粘土層は、

無遺物層と思われる。遺構は検出さ

れなかった。なお、遺物はいずれも

小片のため図化 し得なかった。

第13節 田山東遺跡

1

/

/ニ
T.P.

:+6.500m

第83図 箱作今池遺跡92-10区  トレンチ東側断面図

田山東遺跡は、1988年 度に実施された文化財分布調査によって周知された遺跡で

ある。既往の調査では、中世期の遺物等が出上 している。

第85図 田山東遺跡91-1区  トレンチ位置図

ヽ

ゃ

ヘ

田山東遺跡調査区位置図
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91-1区
a.調査の概要

調査区は田山東遺跡の北東部にあたる。

基本的層序は、第 1層淡灰色砂質土、第

2層 明橙褐色粘質土、第 3層淡灰色砂質

土、第 4層淡灰色砂質土 (マ ンガン粒混

じり)、 第 5層淡黄灰色粘質土、第 6層
は無遺物層で淡白灰色粘質土 (地山)で
あるが、耕作土はすでに除去されていた。

土師器、須恵器、瓦器、蛤壺、平瓦、磁

器等を出土 した。遺構は鋤溝と思われる

幅0。 3m、 長さ1.4m以上、深さ0.02mと 、

幅0。 5m、 長さ2.Om以上、深さ0.04mの

浅い溝を 2本検出した。埋土は淡灰色土

1～ 4は瓦器婉の

口縁部、 5は須恵質

土器こね鉢の底部で

ある。東播系のもの

であろう。 102・
5は第 2層、 304

鞣

第87図

は第 3層 から出土 した。

|

東側断面図

T.P
+10.458m

フ

///////////

0                   11

l‐nL     ド||
第88図 山中渓遺跡91-1区  トレンチ位置図

|llli:I::静乳。1朧攀li含0

0         1m

第86図 田山東遺跡91-1区  トレンチ断面図

10cm
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第89図 山中渓遺跡調査区位置図



土師質土器、青磁等が採取

されている。

91-1区
調査の概要

調査区は、山中渓遺跡の

ほぼ中央部に位置する。調

査区内に1.5m× 3mの トレ

業稽巻礫混粘±         3
地山 :礫層(径約 2～ 8cm)

山中渓遺跡91-1区

0         1m

トレンチ西側断面図

1

2

3

第90図

ンチを設定 し、調査を実施 した。耕作土直下が、茶褐色礫混粘土層であった。この

層の上面で遺構確認を行った後、さらに約0.5m程度掘削を行ったが、遺物が検出

されず、無遺物層と考えられる。耕作土中にも遺物は確認されず、遺構 も検出され

なかった。
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渕

版

１

尾崎海岸遺跡92-1区 トレンチ全景 (南 より)

らヽ

11癬証馘 |

晰

馬川遺跡92-1区 トレンチ全景 (南より)

1粧亀

11

1区 トレンチ全景 (西 より)

■

ト

馬川遺跡92-3区 トレンチ全景 (西 より)



|<
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り

下出遺跡92-2区 トレンチ全景 (西よ り)

下出遺跡92-2区  土坑 1(北 より) 下出遺跡92-2区  土坑 1 東側断面



Ｘ

阪

３

下出遺跡92-4区 トレンチ全景(北 より) 向出遺跡92-1区 トレンチ全景(東より)

室堂遺跡92-1区 トレンチ全景(南より) 自然田遺跡91-1区 トレンチ全景(東 より)



図
版
４

神光寺(蓮池)遺跡92-1区 トレンチ全景(南より) 神光寺(蓮池)遺跡92-2区 1ト レンチ 溝 3(西より)

神光寺 (蓮池 )遺跡92-2区 1ト レンチ 全景 (南より)



図
版
５

神光寺(蓮池)遺跡92-2区 2ト レンチ全景(南よリ

神光寺(蓮池)遺跡92-2区 2ト レンチ 溝 8南側断面神光寺(蓮池)遺跡92-2区
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響

ｌ

神光寺(蓮池)遺跡92-2区 3ト レンチ全景(南 より)

神光寺 (蓮池 )遺跡92-2区 3ト レンチ 溝 9(北より)



図
版
７

鳥取北遺跡92-

1/「

 ́ 〆
/

1区 トレンチ全景 (北 よ り)黒田南遺跡92-3区 トレンチ全景(南より)

黒田南遺跡92-1区 トレンチ全景(北より) 鳥取遺跡92-1区 トレンチ全景(北より)



渕

阪

８

西鳥取遺跡92-1区 トレンチ全景 (北 より) 箱作今池遺跡91-7区 トレンチ全景(西 より)

西鳥取遺跡92-2区 トレンチ全景(西 より) 箱作今池遺跡91-8区  土坑 1(北 より)



図
版

９

箱作今池遺跡92-1区 1ト レンチ全景 (南より) 箱作今池遺跡92-4区 トレンチ全景(南より)

箱作今池遺跡92-1区 2ト レンチ全景(南 より) 箱作今池遺跡92-6区 トレンチ全景(南より)



図
版

１０

箱作今池遺跡92-8区 トレンチ全景(東より) 箱作今池遺跡92-9区 トレンチ全景(南 より)

箱作今池遺跡92-7区 トレンチ全景(北 より) 箱作今池遺跡92-10区 トレンチ全景(北東より)



田山東遺跡91-1区 トレンチ全景 (東 より) 山中渓遺跡91-1区 トレンチ全景(北より)
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尾崎海岸遺跡92-1区 出土遺物



尾崎海岸遺跡92-1区 出土遺物

馬川遺跡92-1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡92-1区 出土遺物

馬川遺跡92-1区 出土遺物

馬川遺跡92-1区 出土遺物
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下出遺跡92-1区 出土遺物
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下出遺跡92-2区 出土遺物
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下出遺跡92-4区 出土遺物 下出遺跡92-4区 出土遺物

ウ電
'

向出遺跡92-1区 出土遺物

薇

鰈 懇

神光寺 (蓮池 )遺 跡92-2区 出土遺物神光寺 (蓮池 )遺跡92-2区
出土遺物
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西鳥取遺跡92-1区 出土遺物

|

鞣

:1‐欝 饉

西鳥取遺跡92-2区 出土遺物

罐‐、な

箱作今池遺跡91-8区 出土遺物 箱作今池遺跡92-6区 出土遺物
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雉  t_ィ
箱作今池遺跡92-1区 出土遺物

図
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１６

箱作今池遺跡92-4区 出土遺物

鮨
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扮 躙
田山東遺跡91-1区 出土遺物

膨・ 鸞



阪南市埋蔵文化財報告 XⅥ

阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅷ

1993年 3月

発 行 :

印刷者 :

課

１
　
社

５４

阪
大
　
西
和


